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●
市
町
村
合
併
と
は
？

「
市
町
村
合
併
」
と
は
、
例
え
ば

Ａ
村
と
Ｂ
町
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
Ｃ
市

が
で
き
た
り
、
Ｄ
町
が
Ｅ
町
に
編
入
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
今
な
ぜ
市
町
村
合
併
？

今
、
市
町
村
合
併
が
求
め
ら
れ
る

理
由
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

《
高
齢
化
へ
の
対
応
》

今
後
、
各
地
域
で
高
齢
化
が
一
層

進
展
し
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

き
ま
す
。
と
り
わ
け
高
齢
化
の
著
し
い

市
町
村
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
な
負

担
や
高
齢
者
を
支
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の

確
保
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

城あとに夢を築くまちたまき 2001-2 1

《
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
》住

民
の
価
値
観
の
多
様
化
、
技
術

革
新
の
進
展
な
ど
に
と
も
な
い
、
住
民

が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
し
、
高

度
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る

た
め
、
専
門
的
・
高
度
な
能
力
を
有

す
る
職
員
の
育
成
・
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

《
生
活
圏
の
広
域
化
へ
の
対
応
》

交
通
網
の
発
達
な
ど
に
よ
り
日
常
の

生
活
圏
が
拡
大
し
、
こ
れ
に
伴
い
行

政
も
広
域
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
都
市
近
郊
で
は
市
町

村
の
区
域
を
越
え
て
市
街
地
が
連
続
し

て
お
り
、
よ
り
広
い
観
点
か
ら
一
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。



2
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル
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《
効
率
性
の
向
上
》

危
機
的
な
財
政
状
況
に
あ
る
な
か

で
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
隣
接

市
町
村
で
の
類
似
施
設
の
建
設
に
は
批

判
が
あ
り
ま
す
。

《
地
方
分
権
の
推
進
》

地
方
分
権
は
、
住
民
に
身
近
な
行

政
の
権
限
を
で
き
る
限
り
地
方
自
治
体

に
移
し
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る

行
政
運
営
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
取
組
み
で
す
。
こ
れ
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
は
、
地
方
自
治
体
に
も

行
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
一
般
的
に

次
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

①
高
齢
者
な
ど
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

安
定
的
に
提
供
で
き
、
そ
の
充
実
が

図
れ
ま
す
。

②
保
健
、
土
木
な
ど
の
専
門
的
・
高

度
な
能
力
を
有
す
る
職
員
を
確
保
・
育

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
施
設
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
の
広
範

な
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

④
広
域
的
な
視
点
か
ら
、
道
路
や
市

街
地
の
整
備
、
文
化
施
設
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
の
整
備
を
効
率
よ
く
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
重
点
的
な
政
策
の
推
進
が
可
能
に
な

り
、
目
玉
と
な
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑥
行
政
経
費
が
節
約
さ
れ
、
少
な
い

経
費
で
よ
り
高
い
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

⑦
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
り
、
若
者
の
定
着
や
職
場
の
確
保

が
期
待
で
き
ま
す
。

●
合
併
の
提
案
が
で
き
る
『
住
民
発

議
制
度
』

近
年
、
合
併
を
目
指
し
た
住
民
や

経
済
団
体
な
ど
の
活
発
な
取
組
み
が
、

全
国
的
に
見
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

る
た
め
の
制
度
と
し
て
『
住
民
発
議
制

度
』
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
有
権
者
の

50
分
の
１
以
上
の
署
名
を
も
っ
て
、
合

併
協
議
会
（
合
併
に
関
す
る
関
係
市

町
村
の
話
し
合
い
の
場
）
の
設
置
を

請
求
で
き
ま
す
。

●
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
手
厚
い

財
政
措
置
が
あ
り
ま
す

合
併
直
後
の
市
町
村
で
は
、
地
域
間

の
道
路
整
備
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

の
施
設
整
備
、
格
差
是
正
の
た
め
の
施

設
整
備
な
ど
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
多
額
の
経
費
を
要
し
ま
す
。
こ
れ

を
支
援
す
る
た
め
、
財
政
上
の
手
厚
い

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
町
総
務
課
公
室
TEL

５
８
・
８
２
０
０
へ
お
願
い
し
ま
す
。

日本の町村の数は、明治21年

（1888）末に、71,314でした。そ

の後、22年の町村制施行とともに

約5分の1の15,820となりました。

玉城町は、国における合併促進

法により昭和30年（1955）4月

10日、田丸町、東外城田村、有田

村が合併。翌31年9月30日には

下外城田村を編入し、現在に至っ

ています。

県では25の市町村合併パターン

を策定しましたが、今回、玉城町

の該当するものは３パターン（左

表参照）。今後、関連する市町村

の行政・議会・町民のみなさんが

ともに参加して議論を重ねていく

ことになります。

●市町村合併パターン（伊勢志摩地区：玉城町該当分）

県が提示している
組み合わせ

伊勢市 ● ● ●

●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

鳥羽市

玉城町

度
　
会
　
郡

志
　
摩
　
郡

二見町

小俣町

南勢町

南島町

御薗村

度会町

大宮町

紀勢町

大内山村

浜島町

大王町

志摩町

阿児町

磯部町

パターン① パターン② パターン③
伊勢志摩地区
（広域市町村圏）
14市町村　

人口：270,308

伊勢・度会地区地区
（広域市町村圏を分割）

8市町村　
人口：180,467

伊勢度会地区
（郡市区域）
11市町村　

人口：192,388
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平
成
11
年
度
　
玉
城
町

▼
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
同
和
地
区
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

以
上
は
平
成
11
年
度
一
般
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
も
の
で
す
。
詳
細
は
７
・
８
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
料
並
び
に
旅
費
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

失
業
率
が
過
去
最
高
の
水
準
に
あ
る
な
ど
、
引
続
き
厳
し
い
経

済
、
雇
用
情
勢
下
で
、
人
事
院
勧
告
に
よ
り
一
般
職
員
の
給
与
改

定
に
お
い
て
期
末
手
当
等
の
支
給
月
数
を
引
下
げ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
長
、
助
役
、
収
入
役
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
行
う
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

前
条
と
同
様
に
、
教
育
長
に
つ
い
て
も
期
末
手
当
の
支
給
月
数

を
引
下
げ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律

の
適
用
を
受
け
る
国
家
公
務
員
の
給
与
改
正
が
、
11
月
22
日
公
布

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お
い
て
も
こ
れ
に
準
じ
条
例
の
一
部

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
町
職
員
の
期
末
手
当
は
、
３
・
６
か
月
分
、
勤
勉

手
当
は
１
・
15
か
月
分
と
な
り
ま
し
た
。

▼
平
成
12
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

今
回
の
補
正
に
は
、「
日
本
型
Ｉ
Ｔ
社
会
（
情
報
技
術
社
会
）」

実
現
の
た
め
、
緊
急
に
措
置
す
べ
き
施
策
と
し
て
、
地
域
生
活
に

欠
か
せ
な
い
情
報
を
提
供
す
る
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
な

ど
Ｉ
Ｔ
関
連
施
策
の
経
費
を
は
じ
め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
に
対

す
る
人
事
院
勧
告
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
職
員
の
給
与
費
の
改
定

に
よ
る
も
の
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、

▽
議
会
費：

議
員
期
末
手
当
な
ど
96
万
４
０
０
０
円
の
減
額

平
成
12
年
　
第
６
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

平
成
12
年
第
６
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
12
月
12
日
開
会
さ
れ
、
平
成
11
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
平

成
12
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
伊
勢
広
域
清
掃
組
合
・
伊
勢
度
会
環
境
衛
生
組
合
・
南
勢
広
域
斎
場
組
合
の
統
合
を
図
り
、「
伊

勢
広
域
環
境
組
合
」
の
設
立
な
ど
29
議
案
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成12年●第６回玉城町議会定例会

なるほど
レポート



▽
総
務
費：

総
務
管
理
費
で
新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

整
備
事
業
な
ど
１
億
４
１
０
９
万
８
０
０
０
円
の
増
額

▽
民
生
費：

社
会
福
祉
費
で
度
会
土
地
開
発
公
社
繰
上
償
還
金
元

金
５
１
２
２
万
４
０
０
０
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

６
０
５
万
３
０
０
０
円
な
ど
、
６
４
１
４
万
９
０
０
０
円
の
増
額

▽
衛
生
費：

環
境
衛
生
費
で
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
１
２

１
２
万
３
０
０
０
円
、
ご
み
減
量
化
促
進
対
策
事
業
経
費
で
分
別

収
集
指
定
袋
購
入
費
用
１
０
６
万
４
０
０
０
円
な
ど
の
増
額

▽
土
木
費：

道
路
補
修
工
事
請
負
費
で
１
０
０
０
万
円
の
減
額
、

道
路
新
設
改
良
費
で
土
地
購
入
費
２
２
０
８
万
７
０
０
０
円
の
増

額
な
ど
３
４
４
万
１
０
０
０
円
の
増
額

▽
教
育
費：

教
育
総
務
費
で
村
山
龍
平
記
念
館
の
事
務
室
改
修
に

か
か
る
経
費
３
７
０
万
円
、
社
会
教
育
費
で
学
習
活
動
支
援
設
備

整
備
事
業
に
か
か
る
備
品
購
入
費
４
５
０
万
円
な
ど
１
７
８
４
万

５
０
０
０
円
の
増
額

▽
災
害
復
旧
費：

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費
７
５
７
万
３
０

０
０
円
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
２
５
７
２
万
１
０
０
０
円

な
ど
３
３
２
９
万
４
０
０
０
円
の
増
額

▽
公
債
費：

地
方
債
の
繰
上
げ
償
還
な
ど
４
８
４
８
万
２
０
０
０

円
の
増
額

▽
諸
支
出
金：

公
営
企
業
費
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
支
出

金
８
８
２
万
８
０
０
０
円
な
ど
５
１
２
万
８
０
０
０
円
の
増
額
計

上
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
町
税
、
地
方
交
付
税
、
国
県
補
助
金
、

臨
時
経
済
対
策
債
等
の
町
債
お
よ
び
予
備
費
等
を
も
っ
て
充
て
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
２
億
９
２
７
１
万
２
０

０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
48
億
７
８
３
９
万
５
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。
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新年のご挨拶を申し上げて早いもので１か月が経
過いたしました。騒々しい正月でありました新聞や
テレビでご承知の通りであります。

町の成人式
玉城町も教育委員会主催で成人式が１月８日挙行
されました。私も出席して祝辞を申し上げたところ
であります。185名の新成人が来賓ともども和気
藹々
あいあい

と暖かい成人式でありました。女性の和服もま
た格別であります。玉城町の21世紀を託し、若人に
未来あり、若人に栄光あれであります。

区の初総会に出向いて
さて、１月は各地区の初総会にお招きをいただき
お礼と13年度の計画や抱負を申し上げてまいりまし
た。

全町的にケーブルテレビの光ファイバー線の設置
やイントラネット施設整備、米の生産調整減反目標
の達成などでありますが、今年から論議が始まる市
町村合併にもふれて説明申し上げたところでありま
す。国家財政に地方自治体への支援限度もあり地方
分権の時代、自治体が自立できる規模が必要なこと
は十分理解できるものの、町や村にも固有の歴史が
あり住民の思いがあります。時間をかけ十分なる議
論が必要と申し上げてまいりました。

消防出初め式
次に新年行事の一つに消防出初め式があります。
恒例で１月３日午前８時30分から改善センターグラ
ウンドで60名の団員参加で挙行されました。私たち
の人命と財産を災害から守るため使命感にもえて日
頃訓練をかさね、各自職業を持ちながら消防団活動
をいただいているみなさんでありますが、今年はそ
の中に４名の女性団員が初参加をいたしました。直
立不動緊張気味の男性団員の方々と和やかな女性団
員のすがすがしさは、新しい時代の出初め式を感ず
るところでありました。

目立たないところで多くのみなさんが町のためた
ゆまぬ努力をいただいており、年のはじめにまずも
って敬意と感謝を申し上げたいと存じます。

城跡と桜まつり
春一番の町の行事に桜まつりがあります。まつり
も数えて13回目となります、そこで、新しい桜まつ
りを思考してはと思っております。大きな行事はな
くとも城と桜をその風情を楽しむ静かな祭りもまた
一考であります。実行委員会で検討いただきますが
「変えること」「変わること」も大事であります。

大変な寒気であります。お体大切に

１月15日　自宅にて

4 城あとに夢を築くまちたまき 2001- 2
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▼
平
成
12
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

一
般
保
険
者
療
養
給
付
費
に
お
い
て
９
０
０
万
円
の
増
額
が
主

な
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
２
０
万
３
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
８
億
２
７
０
２
万
６
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
平
成
12
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
支
出
に
お
い
て
、
営
業
費
用
85
万
１
０
０
０
円
を
減
額

し
、
予
備
費
で
調
整
し
た
も
の
で
す
。

▼
平
成
12
年
度
玉
城
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

今
後
、
被
保
険
者
数
の
増
加
を
含
め
、
医
療
費
の
大
幅
な
増
嵩

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
９
６
１
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
９
億
９
１
７
５

万
５
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
平
成
12
年
度
玉
城
町
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

介
護
保
険
制
度
が
実
施
さ
れ
６
カ
月
経
過
し
た
中
で
、
老
人
保

健
施
設
運
営
事
業
を
始
め
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
そ
れ
ぞ
れ
の
上
半
期
の
事
業
実
績
を
踏
ま
え
て
年

間
予
算
の
調
整
を
す
る
も
の
で
、
収
益
的
収
支
に
お
い
て
収
入
支

出
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
を
減
額
し
、
総
額
２
億
４
４
５
１
万
円
と
し

た
も
の
で
す
。

▼
平
成
12
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

「
ふ
れ
あ
い
の
館
」
浴
場
関
係
機
器
の
修
繕
料
等
１
２
４
万
円

増
額
し
ま
し
た
。

▼
平
成
12
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
助
事
業
、
な
ら
び
に
単
独
事
業
を
精
査
し
、
資
本
的
収
支
の

収
入
、
支
出
そ
れ
ぞ
れ
を
９
９
０
２
万
円
減
額
し
、
総
額
９
億
２

９
９
５
万
５
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
平
成
12
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

岩
出
・
中
角
地
区
の
管
路
施
設
布
設
工
事
に
着
手
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
４
９
５
３
万
２
０
０
０
円
を

追
加
し
、
総
額
１
億
５
５
２
２
万
５
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
伊
勢
広
域
清
掃
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

▼
伊
勢
広
域
清
掃
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

▼
伊
勢
度
会
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

▼
伊
勢
度
会
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

▼
南
勢
広
域
斎
場
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

▼
南
勢
広
域
斎
場
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

▼
伊
勢
広
域
環
境
組
合
の
設
立
に
つ
い
て

以
上
７
条
例
に
つ
い
て
は
、
広
域
関
係
市
町
村
の
公
共
下
水
道

等
整
備
の
進
捗
に
伴
い
、
し
尿
の
搬
入
量
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
近
い
将
来
運
営
体
制
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
各
施
設
の
維
持
管
理
に
伴
う
関
係
市
町
村

の
財
政
負
担
の
増
加
、
更
に
は
、
将
来
の
施
設
整
備
へ
の
取
り
組

み
と
い
っ
た
こ
と
に
関
し
、
種
々
の
課
題
を
有
し
て
い
る
の
が
現

状
で
、
３
組
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
団
体
を
見
る
と
、
概
ね
同
じ

市
町
村
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
を
一
体
化
し
、
よ
り
効

率
的
な
運
営
体
制
を
築
き
経
費
の
削
減
に
努
め
、
関
係
市
町
村
の

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
３
組
合
を
解
散
し
、

新
た
に
「
伊
勢
広
域
環
境
組
合
」
を
設
立
し
て
、
財
産
を
帰
属
す

る
も
の
で
す
。

そ
の
具
体
策
と
し
て
は
、
事
務
部
門
及
び
施
設
の
維
持
管
理
部

門
の
統
合
と
、
伊
勢
度
会
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
運
転
業
務
を
民

平成12年●第６回玉城町議会定例会
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間
委
託
す
る
も
の
で
、
職
員
の
人
事
交
流
に
よ
る
資
質
の
向
上
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向
上
、
執
行
機
関
の
一
体
化
に
よ

る
事
務
の
効
率
化
及
び
経
費
の
削
減
が
図
ら
れ
、
今
年
４
月
１
日

か
ら
伊
勢
市
、
明
和
町
、
玉
城
町
、
二
見
町
、
小
俣
町
、
御
薗
村
、

お
よ
び
度
会
町
の
１
市
１
村
５
町
で
、
ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
、

火
葬
場
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
奥
田
進
一
氏
（
長
更：

昭

和
５
年
11
月
11
日
生
）
が
、
平
成
12
年
12
月
21
日
、
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
選
任
の
た
め
議
会
の
同
意
を
求
め
た

も
の
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
松
田
隆
作
氏
（
山
岡：

昭
和
10
年
７
月
17

日
生
）
が
、
平
成
12
年
12
月
19
日
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
選
任
の
た
め
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

▼
平
成
12
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

玉
城
弘
法
温
泉
源
泉
ポ
ン
プ
整
備
工
事
の
た
め
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
に
３
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
５
２
９
７
万
円
と
し
ま

し
た
。 ﹇

追
加
議
案
﹈

Naruhodo Report

－里の降りた山の神－

129

文禄３年（1594）太閤検地による村切り（村の境
界をはっきりさせること）以来、領主は年貢米を村単
位で納めさせるという巧妙な徴税方法をとったので村
意識を高めさせ、団結を強めて互いに助け合う共同体
をつくりあげた反面、自分の村さえよければよいとの
風潮もできていった。

どの村も村の人口の両側に山の神がまつられた。
3・40㌢程の自然石に「山の神」とほったものが多
く、今は村と村とが町続きになったところも山の神の
所在によって昔の村の入口がわかる。

山の神は山と村里の間を往き来する神で、山は祖霊
が宿るとされた古代信仰は、疾病や悪夢の侵入を村の
入口で阻止してくれる神、塞（さえ）の神（境界を支
配する神）とされるようになり、山の神は女神である
と信じられて子どもの守り神とされるようになった。

宮古には辻神さんと呼ばれる珍しい変形山の神があ
る。田丸から浜塚山を経て宮古に入る古道Ｔ字路の石
垣の目の高さ程の所に凹みをつくり、この奥に卵形の
石を安置して石でふさぎ、この前に５㌢から10㌢程
の木の枝に角を生やし「まめくじ大王」と胴部に書い
て供えてあった。まめくじはナメクジがなまった方言
で、骨折や身ばなれ足の痛みなどのとき木の枝でまめ
くじ大王を作って供え、赤土を水でねってだんごをつ
くって供えて祈ると痛みはとれるといわれ、霊験あら
たかな辻神さんとよばれている。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書
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●
玉
城
病
院
の
経
営
改
革

●
農
業
集
落
排
水
事
業
で
宮
古
地
区
供
用
開
始

21
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
国
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
、
行
政

改
革
を
始
め
、
活
発
な
論
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て

も
こ
の
新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
、
相
互
の
意
識
改
革
を
進
め
、

着
実
な
行
政
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
度
は
、
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
、
玉
城
病
院
の

経
営
改
革
に
取
り
組
み
、
緊
急
２
ヵ
年
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、

不
良
債
務
の
解
消
を
図
っ
た
ほ
か
、
恒
久
的
な
減
税
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
の
中
、
経
済
再
生
へ
の
対
応
、
介

護
保
険
導
入
を
始
め
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
、
地
域
福
祉

施
策
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
行
財
政
改
革
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
情
報
公
開
制

度
の
施
行
に
向
け
て
条
例
制
定
し
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
11
年
度
の
主
な
事
業
取
り
組
み
と
し
て
、
防
災
ま

ち
づ
く
り
事
業
で
、
耐
震
防
火
水
槽
の
設
置
、
ゴ
ミ
減
量
化
促
進

対
策
事
業
で
、
町
内
各
集
落
に
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
、
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
で
、
役
場
庁
舎
へ
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
、
公
共
下
水
道
事
業
で
、
田
丸
地
内
の
管
渠
網
の
整
備

促
進
を
図
り
、
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
、
宮
古
地
区
の
処

理
場
の
建
設
を
行
い
、
平
成
12
年
３
月
29
日
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
48
億
４
１
３

万
９
７
９
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
46
億
６
６
２
万
７
７
８
８
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
１
億
９
７
５
０
万
３
１
９
１
円
と
な
り
、
こ
の

う
ち
年
度
内
に
支
出
の
終
了
で
き
な
い
見
込
み
の
あ
る
繰
越
明
許
費

１
６
１
０
万
６
６
７
０
円
を
差
し
引
い
て
、
実
質
収
支
額
１
億
８

１
３
９
万
６
５
２
１
円
、
う
ち
財
政
調
整
基
金
へ
９
１
０
０
万
円

を
積
み
立
て
ま
し
た
。

（
平
成
11
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
提
案
理
由
か
ら
抜
粋
）

Machi no Daidokoro平成12年●第6回玉城町議会定例会

﹇
平
成
11
年
度
決
算
﹈

平
成
11
年
度
（
平
成
11
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
12
年
３
月
31
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、
昨
年
の
町
議
会
12
月
定
例
会
に
上

程
さ
れ
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
、
一
般
・
特
別
会
計
（
企
業
会
計
含
め
ず
）
あ
わ
せ
、
歳
入
が
69
億
２
６
８
６
万
９
３
８
６
円
、
歳
出
が
67
億
１
３
５
１
万
７

５
３
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

H9

25

30

35

40

45

50

55

60
億円�

4,909,422�
4,775,583

5,550,332�
5,342,182

4,724,569�
4,612,555

5,735,285�
5,617,834

H10

4,804,131�
4,606,628

H11H7

H8

歳入�
歳出�

単位：年度・千円（千円未満四捨五入）�

【過去5年間の一般会計決算の推移】
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Chozaisei Kouhyo
■町財政公表■　平成12年第6回玉城町議会定例会

会計区分 歳　　入 歳　　出 差　引　額
●一般会計 4,804,130,979 4,606,627,788 197,503,191
●特別会計 2,122,738,407 2,106,889,742 15,848,665
国民健康保険 817,799,264 769,698,718 48,100,546
同和地区福祉資金貸付事業 7,851,989 0 7,851,989
住宅新築資金等貸付事業 10,378,426 33,315,265 △22,936,839
老人保健 974,382,244 994,678,966 △20,296,722
山村振興事業 55,621,336 52,491,645 3,129,691
農業集落排水事業 256,705,148 256,705,148 0

計 6,926,869,386 6,713,517,530 213,351,856

【 平成11年度 会計別決算 】

歳入決算�

歳出決算�

町税の内訳�

固定資産税�
　665,798千円　40%

町民税 �
896,855千円　54%

たばこ税�
　75,609千円　4.5%

軽自動車税　�
22,308千円　1.3%

特別土地保有税�
3,148千円　0.2%

歳入決算�

歳出決算�

その他�
149,897千円　3%

地方特例交付金 43,844千円�
使用料及び手数料 30,863千円�
財産収入 19,841千円�
利子割交付金 15,866千円�
ゴルフ場利用税交付金 15,569千円�
繰入金 10,871千円�
寄附金 5,106千円�
特別地方消費税交付金 4,337千円�
交通安全対策特別交付金 3,052千円�
国有提供施設等交付金 548千円�
�

県支出金�
286,677千円　6.0%

町債�
296,500千円�
6.2%

国庫支出金�
270,232千円　5.6%

歳入合計　4,804,131千円�

歳出合計　4,606,628千円�

自動車取得税交付金�
65,775千円　1.4%

地方交付税�
1,420,417千円�
29.6%

民生費�
1,010,204千円　21.9%

教育費�
355,229千円　7.7%

衛生費�
364,588千円�
7.9%

農林水産費�
440,564千円�
9.6%

土木費�
518,783千円　11.3%

消防費�
185,916千円　4.0%

公債費�
501,506千円　10.9%

諸支出金�
292,768千円　6.4%

議会費�
81,228千円　1.8%

商工費�
66,836千円　1.5%

町税�
1,685,673千円�
35.1%

その他�
81,743千円　1.7% 災害復旧費 43,723千円�

労働費　　38,020千円�
予備費                 　0円�
�

町税の内訳�

固定資産税�
　736,075千円　43.7%

町民税 �
838,944千円　49.8%

たばこ税�
　84,017千円　5.0%

軽自動車税　�
24,099千円　1.4%
特別土地保有税�
2,538千円　0.2%

総務費�
707,263千円　15.4%

繰越金�
138,150千円　2.9%

諸収入�
147,465千円　3.1%

分担金及負担金�
130,590千円　2.7%

地方譲与税�
85,886千円　1.8%

そ
の
他
の
内
訳�

地方消費税交付金�
126,868千円　2.6%

（単位：円）
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国有提供施設等交付金�
特別地方消費税交付金�
寄 付 金 �
交通安全対策特別交付金�
ゴルフ場利用税交付金�
使用料及び手数料�
繰 入 金 �
利 子 割 交 付 金 �
自動車取得税交付金�
地方特例交付金�
地 方 譲 与 税 �
財 産 収 入 �
地方消費税交付金�
繰 越 金 �
諸 収 入 �
分担金及び負担金�
県 支 出 金 �
国 庫 支 出 金 �
町 債 �
地 方 交 付 税 �
町 税 �

上：収入済額　　上：収入済額　　2,359,991,433円�
�
下：現計予算額　下：現計予算額　4,654,146,000円�
　　　　�
　�

上：収入済額　　2,359,991,433円�
�
下：現計予算額　4,654,146,000円�
　　�
　�

00 2 4 6 8 10 12 14 16億円�

（単位：千円）千円未満四捨五入�

15,641�
33,163

�
548
�
600
3,464�
721
1,403�
3,000
5,235�
14,000

�
44,087
21,850�
52,800

76,190�
76,190

22,343�
　　68,000
22,343�
　　68,000

�
441,600

910,434�
　　　　　　　　　　　1,265,000
910,434�
　　　　　　　　　　　1,265,000

25,535�
　　82,000
25,535�
　　82,000

37,194�
　　　　145,115
37,194�
　　　　145,115
88,625�
　　 163,674
88,625�
　　 163,674

5,567�
　　　97,283
5,567�
　　　97,283

76,229�
100,000
106,503�
106,107

10,728�
　　　　　　198,163
10,728�
　　　　　　198,163

28,287�
　　　　　175,958
28,287�
　　　　　175,958

924,763�
　　　　　　　　　　　　　　1,586,137
924,763�
　　　　　　　　　　　　　　1,586,137
924,763�
　　　　　　　　　　　　　　1,586,137
924,763�
　　　　　　　　　　　　　　1,586,137

（単位：千円）千円未満四捨五入�

0 5 10 15億円�

上：支出済額　　上：支出済額　　1,761,710,1741,761,710,174円�
�
下：現計予算額　下：現計予算額　4,654,146,0004,654,146,000円�
�
�

上：支出済額　　1,761,710,174円�
�
下：現計予算額　4,654,146,000円�
�
�

災 害 復 旧 費 �
労 　 働 　 費 �
予 　 備 　 費 �
商 　 工 　 費 �
議 　 会 　 費 �
消 　 防 　 費 �
諸 支 出 金 �
衛 　 生 　 費 �
教 　 育 　 費 �
農 林 水 産 費 �
総 　 務 　 費 �
公 　 債 　 費 �
土 　 木 　 費 �
民 　 生 　 費 �

2�
28,507
32,000�
39,006
�
50,010
23,386�
67,560

248,779�
300,460

42,836�
　　　　　88,646
42,836�
　　　　　88,646
80,359�
　　　　191,205
80,359�
　　　　191,205

157,193�
　　　　　　　　373,443
157,193�
　　　　　　　　373,443
190,663�
　　　　　　　　411,089
190,663�
　　　　　　　　411,089

92,744�
　  　　　　　　　　　412,021
92,744�
　  　　　　　　　　　412,021

189,425�
　　　　　　　　　456,093
189,425�
　　　　　　　　　456,093

129,120�
　　　　　　　　　　　　 486,967
129,120�
　　　　　　　　　　　　 486,967
133,778�
                                                        　　　　790,322
133,778�
                                                        　　　　790,322

441,425�
　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　958,817
441,425�
　　  　　　　　　　　　　　958,817

歳出

歳入
町
財
政
の
収
支
状
況
を
ご
覧
く
だ
さ
い

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
収
支
状
況
を
グ
ラ
フ
や
表

で
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
12
年
度
上
半
期
（
平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

Machi no Daidokoro平成12年●第6回玉城町議会定例会

【 一般会計収支状況 】
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町
税
の
収
入
状
況

平
成
12
年
度
上
半
期
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
町
税
の
総
額
は
９
月
30
日
現
在
、
９
億
２
４
７
６
万
円
あ
ま
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
般
会
計
歳
入
（
収
入
済
額
）
の
34
・
１
％
に
あ
た
り
、

地
方
交
付
税
の
27
・
２
％
と
と
も
に
町
が
各
種
の
事
業
を
進
め
る

上
で
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
町
税
の
内
訳
は
、上
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

地
方
債
の
状
況

地
方
債
と
し
て
町
が
借
り
て
い
る
借
入
金
は
、
61
億
１
１
０
０

万
１
５
５
３
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
有
財
産

町
が
所
有
し
て
い
る
土
地
や
、
庁
舎
・
学
校
・
町
営
住
宅
な
ど
の

建
物
の
面
積
は

▼
土
地
　
26
万
９
１
１
平
方
㍍

▼
建
物
　
４
万
９
０
９
９
平
方
㍍

基
金町

が
条
例
の
定
め
に
よ
っ
て
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立

て
得
て
い
る
お
金

▼
総
額

９
億
１
３
９
３
万
６
９
５
４
円

Chozaisei Kouhyo
■町財政公表■　平成12年第6回玉城町議会定例会

【 病院事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 602,535,000 375,756,553

支　出 551,035,000 248,139,329

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 10,724,000 8,834,000

支　出 10,724,000 8,361,011

【 水道事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 275,406,000 142,112,716

支　出 275,406,000 54,574,626

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 53,168,000 6,560,895

支　出 157,456,000 55,280,170

【 介護老人保健施設事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 244,530,000 132,558,494

支　出 244,530,000 101,840,900

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 50,879,000 3,617,509

【 下水道事業会計 】
●資本的収支 （単位　円）

予算額 執行済額

収　入 1,028,975,000 60,108,102

支　出 1,028,975,000 22,330,794

たばこ税�
36,828,484円�
4.0%軽自動車税�

24,236,230円�
2.6%

固定資産税�
388,096,800円�
42.0%

町税収入済額　924,762,839円�

町民税�
473,431,025円�
51.2%

特別土地保有税�
2,170,300円�
0.2%

【 町税の内訳 】�

1,000,000
千円�

900,000
800,000
700,000
600,000
500,000
400,000
300,000
200,000
100,000

0
老
人
保
健
特
別
会
計�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計�

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計�

同
和
地
区
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計�

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計�

現計予算額�

支出済額�

収入済額�
7,853

314,565

872,138

433,641

821,823

307,106

461,149

33,025

105,693

3,800
23,279

13,985

24,337

7,483

49,970

3,850

5,311
0

7,853

314,565

872,138

433,641

821,823

307,106

461,149

33,025

105,693

3,800
23,279

13,985

24,337

7,483

49,970

3,850

5,311
0

【 特別会計収支状況 】
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約
１
０
０
０
人
　
７
・
２
％
増
加

県
下
で
４
番
目
の
伸
び
率

結果
速報

２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）
10
月
１
日
の
調
査
基
準
日
現
在
で

の
玉
城
町
の
調
査
人
口
は
、
１
万
４
２
７
６
人
、
４
３
４
９
世
帯

と
な
り
、
前
回
５
年
前
の
平
成
７
年
調
査
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、

人
口
で
９
６
３
人
（
７
・
２
％
増
）、
世
帯
数
で
５
５
９
世
帯

（
19
・
９
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
伸
び
率
を
県
全
体
で
み
る

と
、
人
口
で
４
番
目
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
数
値
を
同
時
期
の
住
民
基
本
台
帳
の
数
値
（
町
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
の
集
計
値：

毎
号
裏
表
紙
で
「
人
の
う

ご
き
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
数
値
）
と
比
較
す
る
と
、
人
口
で

２
０
９
人
少
な
く
、
１
１
１
世
帯
多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
勢
調
査
が
住
民
登
録
に
関
係
な
く

”現
在
住
ん
で
い

る
場
所
で
調
査
“
さ
れ
る
こ
と
を
基
準
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
例

え
ば
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
が
単
身
で
遠
方
に
働
き
に
出

て
い
た
り
、
学
生
で
町
を
離
れ
て
い
る
な
ど
し
て
い
る
と
出
先
で

調
査
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
数
値
と
の
差
異
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

さ
ら
に
、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
逆
に
調
査
数
値
の
方
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
、
宮
の
里
ミ
タ
ス
メ

モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ム
、
弘
樹
苑
な
ど
施
設
入
所
者
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
逆
転
現
象
が
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
今
回
の
数
値
は
、
当
町
お
よ
び
三
重
県
が
ま
と
め
た
速
報
値
で
、
今
後
総
務
省

か
ら
の
公
表
結
果
と
は
こ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

詳
し
く
は
、
町
商
工
振
興
課
TEL
５
８
・
８
２
０
９
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭30年�

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

昭和30年には下外城田村�
は含まれていません�（　　　　 ）�

（人口）�
� 5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

（世帯数）�
�

国勢調査人口推移�

35 40 45 50 55 60 平2年� 7 12

女4,411人�

8,578人�8,578人�

10,786

1,605

2,039
2,152

2,293 2,563

2,869

3,033 3,195

3,626

4,349

10,524

10,495

11,004

11,643

12,348

10,495

11,004

11,643

12,141
12,348

13,30913,309

14,276

5,708
5,511 5,583

4,912

5,822

5,182

6,038

5,605

6,275

5,866

6,399

5,949

6,851

6,458

7,343

6,933

5,0135,078

男4,167人�
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集落名 世帯数 世帯人員
総数 男 女

魚町 34 95 39 56
上町 41 127 66 61
本町 53 177 85 92
大手町 59 180 87 93
殿町 42 119 59 60
勝田町 161 448 213 235
板屋町 18 51 24 27
萱町 45 145 68 77
南新町 74 222 112 110
元町 87 262 127 135
三ツ橋 12 48 24 24
浦町 51 139 66 73
新田町 251 822 412 410
栄町 384 1,071 514 557
養殖研 32 79 44 35
城東団地 81 225 106 119
朝久田 24 81 41 40
茶屋 62 206 101 105
西世古 89 311 147 164
羽根 94 309 149 160
下田辺 118 439 212 227
城西団地 15 41 24 17
田丸地区計 1,827 5,597 2,720 2,877
冨岡 34 161 80 81
小社 43 188 85 103
曽根 28 116 55 61
昼田 14 44 23 21
山岡 37 156 71 85
岩出 90 360 185 175
中角 42 176 81 95
宮古 171 505 254 251
岡出 66 281 137 144
公園通り 46 137 74 63
下外城田 571 2,124 1,045 1,079

集落名 世帯数 世帯人員
総数 男 女

浜塚団地 94 284 136 148
勝田 159 578 298 280
田宮寺 31 109 57 52
玉城苑 189 574 270 304
矢野 46 162 71 91
山神 50 219 107 112
積良 34 168 80 88
原 279 832 389 443
蚊野茶屋 105 391 204 187
蚊野 70 307 143 164
ピアタウン蚊野 58 212 111 101
松ヶ原 39 136 65 71
野篠 61 190 98 92
外城田地区計 1,215 4,162 2,029 2,133
岡村 44 161 76 85
平 14 45 24 21
上玉川 23 80 36 44
下玉川 10 38 20 18
日向 68 267 134 133
坂本 25 85 38 47
門前 16 60 29 31
世古 93 287 138 149
井倉 23 77 38 39
長更 60 220 108 112
久保 50 142 69 73
伊勢団地 27 75 35 40
中楽 40 121 57 64
荒子団地 102 303 139 164
妙法寺 141 432 198 234
有田地区 736 2,393 1,139 1,254

注） 栄町には、玉城病院入院患者、ケアハイツ玉城入所者、原には弘樹苑入所者、宮古には宮の里ミタスメモリアルホーム入所者が含まれています。

地区別 世帯数 総数 男 女
田丸 1,827 5,597 2,720 2,877
下外城田 571 2,124 1,045 1,079
外城田 1,215 4,162 2,029 2,133
有田 736 2,393 1,139 1,254
合計 4,349 14,276 6,933 7,343

年末年始にかけ、町福祉事業に寄付をいただきました。

●京セラ株式会社三重工場玉城ブロック様から町社会福祉協議会へ………39万９９０２円
京セラ労働組合三重支部玉城ブロック様から町社会福祉協議会へ ………８万５４６０円

●ミマス労働組合様から町社会福祉協議会へ ……………………………………………２万円

●玉城中学校生徒から保育所や町保健福祉会館など公共施設に、男子生徒が技術の授
業で丹誠込めて作ったイス５脚を寄贈いただきました。

●玉城町老人クラブ連合会様より町保健福祉会館玄関へ門松を寄贈いただきました。

京セラ様



町
お
よ
び
Ｊ
Ａ
玉
城
支
店
で
は
、
有
効
期
限
の
切
れ

た
農
薬
、
使
わ
な
く
な
っ
て
処
分
に
困
っ
て
い
る
農
薬

を
回
収
し
適
切
に
処
理
し
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
日
時
・
場
所

２
月
20
日
（
火
）
〜
26
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　
Ｊ
Ａ
玉
城
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

▼
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
回
収
す
る
農
薬
は
「
一
般
農
薬
」
で
す

▼
他
の
農
薬
（
水
銀
製
薬
等
）
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
玉

城
支
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
丈
夫
な
箱
に
詰
め
て
く
だ
さ
い
（
箱
の
ふ
た
は
閉
め

な
い
で
く
だ
さ
い
）

▼
一
般
農
薬
に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。（
他
の
農
薬
に
つ

い
て
は
有
料
と
な
り
ま
す
）

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と

は
Ｊ
Ａ
玉
城
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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三
重
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２
月
は
「
相
続
登

記
は
お
す
み
で
す
か
」
月
間
と
し
て
、
次
の
日
程
で
無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時

２
月
４
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
い
せ
ト
ピ
ア

（
伊
勢
市
黒
瀬
町
　
TEL
２
１
・
０
９
０
０
）

▼
相
談
内
容

相
続
・
贈
与
・
売
買
に
よ
る
所
有
権
移

転
、
担
保
権
の
設
定
・
抹
消
等
の
不
動
産
登
記
の
他
、

法
人
に
関
す
る
登
記
・
訴
え
・
調
停
・
訴
訟
等
の
裁
判

所
提
出
書
類
に
関
す
る
相
談
な
ど
。

な
お
、
２
月
の
１
か
月
間
は
、
各
司
法
書
士
事
務
所

で
も
「
相
続
に
関
す
る
相
談
」
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

●
玉
城
町
で
偶
数
月
第
２
火
曜
日
に
無
料
相
談
所
を
開
設

同
支
部
で
は
次
の
よ
う
に
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時

２
月
13
日
（
火
）

偶
数
月
の
第
２
火
曜
日
　
午
後
２
時
〜
４
時

（
次
回
相
談
日：
４
月
10
日
）

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館
　
な
お
、
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
町
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
内
容

右
の
相
談
内
容
と
同
じ
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
支
部
長
　
松
澤
さ
ん
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
玉
城
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

TEL
０
１
２
０
・
５
８
・
４
７
５
１

伊
勢
支
部
長
　
松
澤
さ
ん

TEL
５
８
・
６
９
３
４

町
の
話
題

平
成
13
年
玉
城
町
消
防
出
初
め
式
が
１
月
３
日
、
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
中
瀬
町
長
は
じ
め
多
数

の
来
賓
の
前
で
、
服
装
点
検
や
機
械
器
具
点
検
が
粛
々

と
行
わ
れ
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
14
日
に
は
御
薗
村
で
度
会
郡
５
か
町
村

連
合
出
初
め
式
も
行
わ
れ
、
両
出
初
め
式
で
次
の
方
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

●
三
重
県
消
防
協
会
南
勢
支
会
表
彰

永
年
勤
続

濱
口
　
廣

優
良
賞

山
口
隆
久
　
　
坂
本
光
利

坂
井
和
人
　
　
川
井
　
勝

田
中
　
学
　
　
山
本
陽
二

●
玉
城
町
長
表
彰

坂
本
光
利
　
　
坂
井
和
人

川
井
　
勝
　
　
田
中
　
学

山
本
陽
二

▼日程　２月28日（水）
▼時間　10時～15時
▼場所　町保健福祉会館
▼内容　ことば、しつけ、くせなど気がかりなことについて専門の相談員が相談を受けます。
＊事前の申込みにより時間調整をいたしますのでご希望の方は町保健福祉会館までお申し込みください。
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町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
TEL
５
８
・
６
３
３
１

Ｉ
Ｔ
（
ア
イ
テ
ィ
）
と
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
略
で
、
日
本
語
に
訳
せ

ば
「
情
報
通
信
技
術
」
と
な
り
ま
す
。
情
報
通
信

分
野
に
関
連
す
る
技
術
を
利
用
す
る
方
法
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
を
集
め
た
り
、

電
子
メ
ー
ル
で
遠
く
の
人
と
連
絡
を
取
っ
た
り
す
る

こ
と
は
そ
の
一
例
で
す
。

▼
パ
ソ
コ
ン：

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
略

で
、
個
人
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
全
般
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト：

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
と
世
界
中

の
パ
ソ
コ
ン
が
つ
な
が
り
、
様
々
な
情
報
が
入
手

で
き
ま
す
。

▼
電
子
メ
ー
ル：

e-m
ail

と
も
い
い
、
自
分
の
パ

ソ
コ
ン
と
相
手
の
パ
ソ
コ
ン
と
で
文
書
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
瞬
時
に
や
り
取
り
で
き
る
、
新
し
い
「
手

紙
」
の
方
法
で
す
。

「
Ｉ
Ｔ
講
習
」
に
関
す
る
詳

し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
　
TEL
５

８
・
６
３
３
１
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

インター
ネット

今
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、「
Ｉ
Ｔ
」
を
め
ぐ
り
急
激

に
変
化
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
講
習
は
、
す
べ
て
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
「
Ｉ

Ｔ
」
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
方
自
治
体
が
、
学

校
、
公
民
館
な
ど
の
施
設
や
民
間
の
施
設
な
ど
を
利
用

し
て
、
基
礎
技
能
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催

す
る
も
の
で
す
。

講
習
は
国
の
支
援
を
受
け
て
円
滑
に
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
が
、
町
で
は
学
校
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
等

の
整
備
が
完
了
し
だ
い
、
平
成
13
年
度
以
降
順
次
開
催

し
て
い
く
予
定
で
い
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
こ
の
講
習
で
は
何
が
学
べ
る
の
で
す
か
？

Ａ：

講
習
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文
書
の

作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
電
子
メ
ー
ル
の
利

用
な
ど
の
基
本
的
な
技
能
を
学
び
ま
す

Ｑ
　
誰
で
も
受
講
で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ：

受
講
を
希
望
す
る
都
道
府
県
に
住
ん
で
い
る
20

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

Ｑ
　
受
講
費
用
は
か
か
る
の
で
す
か
？

Ａ：

受
講
料
は
原
則
と
し
て
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス

ト
の
代
金
だ
け
は
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
　
講
習
を
受
け
る
に
は
、
ど
こ
に
申
し
込
め
ば
い
い

の
で
す
か
？

Ａ：

講
習
申
し
込
み
の
方
法
や
開
催
場
所
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
当
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※

※

※

※

▼町営駐車場は下記によりご利用ください。
▼利用時間　8時30分～19時

電子メール
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家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

寝
た
き
り
・
寝
か
せ
き
り
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
？
　
加
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
は
低
下
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
場
・
仲
間
作
り
の
場
と

し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程

２
月
９
日
（
金
）
・
22
日
（
木
）

３
月
９
日
（
金
）
・
22
日
（
木
）

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
内
容

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
軽
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
に
よ
る
機
能
チ
ェ
ッ
ク
・
機
能

訓
練
指
導
な
ど
（
指
導
者：

理
学
療
法
士
　
高
山
文

博
・
梅
村
奈
実
、
作
業
療
法
士
　
松
田
彰
子
）

▼
対
象

脳
血
管
疾
患
、
そ
の
他
の
疾
病
等
に
よ
り
在

宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
望
む
方
、
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、

町
福
祉
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町
福
祉
課
　
TEL
５
８
・
８
２
０
３

●学童の予防接種を忘れていませんか？
学童の予防接種は、乳幼児期につけた抗体が少しずつ減っていくため追加の接種が必要となります。
また、今年度から予防接種の対象区分がかわり、対象学年による接種から年齢による接種となりました。
町では、それぞれ対象学年の生徒には予診票をお配りしましたが、対象年齢の生徒で接種を希望される
方は保健福祉会館で予診票をお渡しします。

＊ニ種混合２期・日本脳炎２期３期は基礎免疫ができている生徒を対象とします。
＊風しんはかかったことが明らかな生徒およびＭＭＲ接種済みの生徒は接種する必要はありません。
＊予防接種についてのお問い合わせは、町保健福祉会館保健婦まで TEL58・8000

●予防接種実施医療機関の追加
下記の医療機関が追加になりましたので、お知らせします
寺村内科クリニック 伊勢市中之町72―１　TEL20・3100

●保健所の検診・検査が平成13年３月で廃止となります
三重県では、行政システム改革により、現在保健所で行っています一般の方や事業者の方が受診され
る検診・検査を、平成13年3月末をもって廃止します。

予防接種名 対象学年 対象年齢（接種日において）

日本脳炎２期 小学校４年生 満 9 歳～13歳未満

日本脳炎３期 中学校３年生 満14歳～16歳未満

風しん 中学校２年生 満12歳～16歳未満

ニ種混合（ジフテリア 小学校6年生 満11歳～13歳未満

・破傷風）２期
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伊
勢
市
、（
社
）
伊
勢
市
観
光
協
会
青
年
部
で
は
、
伊

勢
の
ま
ち
に
、
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
、
伊
勢
の
歴
史
、

文
化
資
源
に
ふ
れ
る
散
策
ツ
ア
ー
「
伊
勢
ど
っ
ぷ
り
倶

楽
部
」
矢
持
・
横
輪
編
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

３
月
11
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
雨
天
の
場
合
は
、
25
日
に
延
期
）

▼
集
合

近
鉄
宇
治
山
田
駅（

受
付：

午
前
８
時
30
分
〜
）

▼
定
員

２
０
０
名

▼
申
し
込
み
・
そ
の
他

申
し
込
み
は
電
話
、
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
TEL
２
１
・
５
５
２
２
）、
官
製
は
が
き

（
〒
516-

8601

伊
勢
市
産
業
部
観
光
課
　
ど
っ
ぷ
り
倶
楽

部
係
宛
）
で
、
２
月
28
日
ま
で
に
。
そ
の
他
詳
し
い
こ

と
は
同
観
光
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●基礎年金番号は、一生を通じて変わりません
基礎年金番号は、加入制度が変わったり、年金を受

けるようになっても一生変わりません。加入者が同じ年

金番号を持つことで、各制度を通じた加入記録が確認

でき、年金手続きや照会をスムーズに行うことができま

す。

●すべての手続きは基礎年金番号で
公的年金に関するすべての手続きは、基礎年金番号

によっておこないます。

基礎年金番号が記載されている年金手帳、または基

礎年金番号通知書は、あなたの年金を守るカギとなるも

のですので、汚したり、なくしたりしないよう大切に保

管しておきましょう。

詳しいお問い合わせは、住民課へ

（土・日、祝祭日は閉庁）
住民票、所得証明、各種申請受付、相談など、どうぞお気軽にご利用ください。

伊
勢
市
産
業
部
観
光
課

TEL
２
１
・
５
５
６
５
５

▼
日
程
　
２
月
８
日
（
木
）

▼
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館
　

▼
テ
ー
マ

糖
尿
病

▼
料
金

３
０
０
円

＊
ご
希
望
の
方
は
町
保
健
福
祉
会
館
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
15
時

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
対
象

生
後
２
カ
月
〜
３
才
ま
で
の
お
子
さ
ん

▼
内
容

身
体
計
測
、
離
乳
食
（
栄
養
）
や
子
育
て
全

般
に
関
す
る
相
談

＊
母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

無料
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伊
勢
度
会
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
伊
勢
度
会
環
境
衛

生
組
合：

伊
勢
市
植
山
町
）
で
は
、
施
設
か
ら
発
生
す

る
汚
泥
焼
却
灰
を
県
に
届
け
出
し
「
特
殊
肥
料
」
と
し

て
、
使
用
の
範
囲
を
定
め
造
園
、
ゴ
ル
フ
場
等
に
供
給

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
肥
料
成
分
の
詳
し
い
検

査
の
結
果
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

花
木
の
育
成
、
野
菜
の
栽
培
に
必
要
な
チ
ッ
ソ
、
リ

ン
酸
、
カ
リ
も
適
当
に
含
ま
れ
て
お
り
使
用
の
範
囲
が

農
産
物
か
ら
家
庭
園
芸
等
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
普

通
肥
料
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

家
庭
菜
園
か
ら
農
地
の
改
良
ま
で
幅
広
い
利
用
が
で

き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
、
お
問
い
合
わ
せ
は
伊
勢
度
会

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

【
肥
料
成
分
表
】

チ
ッ
ソ

０
・
17
％

リ
ン
酸
　
10
・
10
％

カ
リ

０
・
23
％

勤
務
の
都
合
な
ど
で
毎
日
通
学
で
き
な
い
人
や
、
働

き
な
が
ら
教
養
を
高
め
た
い
人
、
通
信
制
で
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

通
信
制
の
学
習
は
定
め
ら
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の
添
削
指

導
と
年
間
20
日
（
日
曜
日
）
程
度
の
授
業
へ
の
出
席
が

中
心
で
、
４
年
（
３
年
も
可
能
）
以
上
在
学
し
て
定
め

ら
れ
た
単
位
を
修
得
す
る
と
、
高
等
学
校
卒
業
の
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

▼
募
集
人
員

２
０
０
人

▼
出
願
資
格

県
内
在
住
の
人
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
中
学
校
卒
業
ま
た
は
同
等
の
学
力
が
あ
る
人
。

▼
出
願
書
類

入
学
願
書
と
出
身
中
学
校
調
査
書

▼
願
書
受
付

３
月
２
日
（
金
）
〜
４
月
６
日
（
金
）

正
午
ま
で

▼
面
接
日

４
月
８
日
（
日
）

▼
説
明
会

２
月
25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
　
そ
の
他
会
場
あ
り
。

詳
し
く
は
三
重
県
立
松
阪
高
等
学
校
通
信
制
課
程
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
モ
リ
タ
製
造
の
粉
末
消
火
器
の
中
で
、
使

用
の
際
に
本
体
固
定
ホ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
が
ホ
ー
ス
の
先
端

に
着
い
た
ま
ま
に
な
り
、
薬
剤
が
放
出
さ
れ
な
い
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
消
火
器
を
購
入
さ
れ
た
方
は
、
メ
ー
カ
ー

で
部
品
交
換
し
ま
す
の
で
直
接
メ
ー
カ
ー
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
消
火
器

▼
会
社
名：

株
式
会
社
モ
リ
タ
（
防
災
事
業
本
部
営
業

統
括
部
）

▼
型
式：

粉
末
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）

３
・
０
㎏
（
ｃ
ｏ
２
加
圧

式
、
鉄
製
）

▼
型
式
番
号：

消
第
10
〜

21
号
お
よ
び
10
〜
22
号

▼
製
造
期
間

平
成
12
年

１
月
〜
10
月
20
日

詳
し
く
は
、
株
式
会
社

モ
リ
タ
（
防
災
事
業
本
部

営
業
統
括
部
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㈱
モ
リ
タ

TEL
０
１
２
０
・
３
９
・
０
７
３
５

伊
勢
度
会
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

TEL
３
７
・
４
８
０
５

三
重
県
立
松
阪
高
等
学
校
通
信
制
課
程

TEL
０
５
９
８
・
２
６
・
７
５
２
２

EVENT GUIDE

玉城おはなしキャラバン、2月の予定は次のとおりです。時間はいずれも午後4時から午後4時30分まで。
【２月 7日】田丸地区・羽根公民館
【２月14日】外城田地区・浜塚団地公民館
【２月21日】下外城田地区・宮古公民館
【２月28日】有田地区・上玉川公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL 58-4600へお尋ねください。

機種名�
形式番号�
製造年�
製造番号�

記載�

ホースキャップ�

ホース止金具�
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From Okinawa Tamagusuku Village

サ
ン
タ
が
家
に
や
っ
て
き
た

毎年恒例のサンタクロース事業（青年会主催）が、
クリスマスの日に行われ、30件の家を周りました。
これはサンタクロースにふんする村の青年会が各家
を周り子どもたちにプレゼントを渡す企画で12年前か
ら行われているものです。
「メリークリスマス」と大声をあげながら登場する
サンタに、喜ぶ子供や驚いたり、きょとんとする子な
ど反応は様々。プレゼントをもらうと「ありがとう」
とうれしそうにしていました。来年も良いクリスマス
を！

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111

18 城あとに夢を築くまちたまき 2001- 2

伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
　
TEL
２
８
・
３
３
５
０

伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
で
は
次
の
よ
う
に
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

事
務
職
　
１
人

▼
採
用
予
定
年
月
日

平
成
13
年
４
月
１
日

▼
受
験
資
格
（
男
女
問
わ
ず
）

昭
和
50
年
４
月
２
日

〜
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
伊
勢
市
、
度
会
郡

大
宮
町
お
よ
び
志
摩
郡
磯
部
町
に
勤
務
可
能
な
方
。

な
お
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事
項
）
に
該

当
し
な
い
こ
と
。

▼
採
用
試
験

第
１
次
試
験：

３
月
11
日
（
日
）、
教

養
試
験
・
適
性
試
験
。

第
２
次
試
験：

３
月
下
旬
、

面
接
・
作
文

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

２
月
15
日
（
木
）
〜
28
日

（
水
）、
土
日
は
除
き
ま
す
。

受
験
申
込
書
は
２
月
１
日
以
降
に
当
組
合
に
お
い
て

交
付
し
ま
す
。
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
伊
勢
地
域
農

業
共
済
事
務
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

最近、伊勢管内で悪質な「ひったくり事件」が発生しています。
自転車の前かごに入れている手提げバッグや、女性歩行者が手に持ってい
るバッグを、後ろからオートバイや自転車で近づいてきて、いきなりひった
くって逃げる事件です。
特に、自転車、女性の歩行者が狙われていますのでご注意ください。

◇歩行者の場合：バッグは、道路の右側を歩くときには右手で、左側を歩
くときには左手でしっかりと持つ。後ろからくる自転車やオートバイに気づ
いたら素早くさける。
◇自転車の場合：自転車の前かごには「ひったくり防止ネット」を取り付
けたり、ひもなどで固定する。

大声で「泥棒！」と叫び、近くの人に助けを求め、すぐに110番で警察へ。
オートバイのナンバー・車種・色・型や、犯人の人相・着衣を覚えておく。

「ひったくり防止ネット」や「防犯ブザー」など、詳しくは伊勢警察署生
活安全課TEL20・0110へお問い合わせください。
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今月の表紙

◆人の動き（平成13年1月1日現在）
●人口　14,533人（＋9人）
●男　7,113人（＋2人）
●女　7,420人（＋7人）
●世帯数　4,257世帯（＋4世帯）
（ ）は12月1日以降の増減

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課（村山龍平記念館） TEL 58 - 8212
●社会教育課（改善センター） TEL 58 - 6331
■玉城病院 TEL 58 - 3039
■介護老人保健施設 TEL 58 - 3770
（ケアハイツ玉城）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
■ふるさと味工房 TEL 58 - 8686
■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■南勢広域斎場 TEL 28 - 5120
■在宅介護支援センター TEL 58 - 8181
■玉城訪問ステーションたまき TEL 58 - 8117
■玉城居宅介護支援事務所 TEL 58 - 8822

休日・夜間当直室
58-8213

新成人代表の池山英伸くんが、力強く誓
いの言葉、新成人としての責任を述べ、両
親、恩師へ感謝の言葉を贈りました。
今年、新成人になられた方は185人。うち
男子89人、女子96人でした。

2001.2     N
o.334

3月6日（火）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　今年度の振りかえりと来年度の展望
＊お気軽にお越しください

たまきっこ
くらぶ

3月8日（木）
時間　13：00～13：30
場所　町保健福祉会館
対象　平成11年1月1日～3月31日生
内容　歯科医師による講話、歯科衛生士による紙芝居、
ブラッシング指導、栄養士による講話
＊該当児には個人通知いたします

歯っぴい
教室

2月15日（木）・3月1日（木）
時間　10：00～15：00
場所　町保健福祉会館
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

心配ごと
相談

2月20日（火）
受付時間　13：00～13：30
場所　町保健福祉会館　
対象　平成9年8月1日～9月30日生まれのお子さん
＊該当児には、個人通知いたします

3歳児
健康診査

2月22日（木）
テーマ　糖尿病
講師　松岡内科院長　松岡清幸先生
時間　19：00～20：30
場所　町保健福祉会館
ご希望の方は町保健福祉会館へお申し込みください

健康教育

町税などの納期は、必ず期限を守って納めてください。
納期は次のとおりです。

●国民健康保険料（第11期）…2月28日（水）
お問い合わせは、町福祉課へ

町税など
納期の
お知らせ

いきいき
クラブ

2月5日（月）・13日（火）・19日（月）
3月12日（月）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓迎します）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

広報たまきは再生紙を利用しています

第1日目　2月13日（火）
テーマ：妊娠中の栄養・生活について

第2日目　2月18日（日）
テーマ：妊婦体験・沐浴実習
時間　13：00～15：30
場所　町保健福祉会館
＊ご希望の方は、保健福祉会館までお申し込みください

マタニティ
教室


